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１　育ちの連続性を重視した「生きる力」を育む教育の推進
R5 R4 施策 R5 R4 主な取組

○カリキュラム・マネジメントの確立

○各教科等における言語活動の充実

○「主体的。対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進

○児童生徒一人一人の状況等に応じた指導の充実

○「家庭学習の手引き」の活用等による学習習慣の定着に向けた指導の充実

○豊かな語学力やコミュニケーション能力を育成する外国語教育の推進

○異文化理解の育成とふるさと意識の醸成を目指した国際理解教育の推進

○理科、算数・数学に対する興味・関心、学習意欲を高めるための学習指導の工夫

○観察・実験、数学的活動を重視した授業改善等の推進

〇発達段階に応じたプログラミング教育の充実

〇情報社会に主体的に対応しうる情報活用能力の育成

成
果
と
課
題

評価員の意見
〇児童生徒の減少の中、多様な学習形態・指導方法について、
議論を進めることが大事かと思う。
〇児童生徒一人一人の状況に応じた指導の推進に向け、別室で
個別に課題を提供し支援を継続することで成果を挙げている。
これまで兵庫型学習システム加配教員の有効活用等、各校で体
制を整え取り組んできた成果であると考えられる。今後さらに
成果と課題を明らかにしながら効果的な推進が望まれる。
〇豊かな語学力やコミュニケーション能力の育成に向けて、ク
ラス内や校内だけの学習活動に留まることなく、他校と連携し
た学習活動や、授業の工夫・改善等具体的な推進が必要なので
はないか。

B B

B

BB

〇学力テストの結果を考察 ・ 分析して佐用町
「確かな学力きらめきプラン」を作成し、全教
職員に周知した。各校の担当者が参集し、この
プランの進捗状況や取組の成果等についての意
見交換も行った。
〇コロナ禍でやや停滞していた「主体的、対話
的な深い学び」や「個別最適な学び」や「協働
的な学び」に繋がる学習方法について再度研修
し、授業を工夫・改善していく必要がある。
〇兵庫型学習システム加配教員による専科の授
業や少人数授業、交換授業等の成果や課題を定
期的に振り返り、効果的できめ細やかな指導を
今後も継続していく。

基本的方向

(1)
「確かな
学力」の
育成

①学力向上の推
進

②国際化に対応
する教育の推進

③理数教育の充
実

④情報活用能力
の育成

BB

BB

B

アメーバの観察（上月小学校） 佐用町の水害から学ぶ（佐用小学校）

テスト計画の立て方をレクチャー（三日月中学校）理科授業「運動とエネルギー」（佐用中学校）
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R5 R4 施策 R5 R4 主な取組

○豊かな人間性と健全な社会性を培う体験活動の推進

〇持続可能な社会の担い手を育成する環境教育の推進

○ふるさとの魅力を再認識する教育の推進　

〇国や郷土の伝統文化・芸術文化に触れる機会の充実

○国や国土の歴史に関する教育等の充実

○他者や自己との「対話」により考えを深める道徳教育の推進

○学校・家庭・地域が連携した道徳教育の推進

○多文化共生社会の実現をめざす教育の充実

〇発達段階に応じた人権課題の主体的解決に向けた教育の推進

〇好ましい人間関係づくりに向けた人権教育の推進

〇実践的な防災教育の推進

○地域と連携した、防災・減災教育の充実

成
果
と
課
題

評価員の意見
〇自然学校の４校合同での実施は、多様な価値観に触れ、新た
な人間関係を構築する機会となり、佐用町各校で抱えている課
題に迫る貴重な体験であり大いに評価できる。
〇授業公開や町内外との交流、研究大会の開催等、教職員の研
究推進や人権感覚等の涵養が努められ、積極的な取組による各
校の活性化が伺えた。

〇自然学校は４校合同で実施し、多様な価値観
に触れ、新たな人間関係を構築する体験を重視
したプログラムを実践した。トライやるウィー
クにおいても、地域のよさを知り、自然や人と
触れ合う貴重な体験ができた。
〇道徳科については、各校で年間指導計画に基
づき、教科書や副読本を活用した授業が実践さ
れている。積極的に授業公開等も行い、町内外
でその成果や課題について交流した。
〇西播磨地区人権教育研究協議会と佐用町人権
教育協議会が主催する研究大会を開催し、西播
磨管内の教育実践を交流して、教職員の人権感
覚の涵養に努めた。

B B

B B

B B

B B

B B

B B

基本的方向

(2)
「豊かな
心」の育

成

①体験活動の推
進

②ふるさと意識
を醸成する教育
の推進

③道徳教育の推
進

④人権教育の推
進

⑤防災教育の推
進

道徳の授業（南光小学校） 紙すき体験（上月中学校）

命の授業（三日月中学校）佐用高校・地域合同の避難訓練（佐用小学校）
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R5 R4 施策 R5 R4 主な取組

○豊かなスポーツライフを継続する資質・能力の育成

○体力・運動能力向上を図る態度の育成

○食に関する自己管理能力を育む食育の推進

○学校給食センターと連携し学校教育全体で行う食育の推進　

○積極的に健康な生活を実践する力を育む保健教育の推進

○危機に適切に対応できる力を育む安全教育の推進

成
果
と
課
題

評価員の意見
〇スクールバス利用者の体力向上に疑問が生じていたが、解消
された。
〇学校給食での食育の取り組みが、家庭における食育にも好影
響を与えることを期待したい。
〇地産地消・質的向上事業で町内産物を使用する事業と、給食
センターや 地域の施設とタイアップし情報発信する等、 連携
した取組により児童生徒の食に対する意識の高揚が図られてい
る。
〇感染予防に向けての継続的な取組により自分の身は自分で守
るという意識の高揚にも繋がっている。常に社会状況に応じて
対応できる力を育んでいきたい。

R5 R4 施策 R5 R4 主な取組

○小・中一貫したキャリア形成を図る取組の充実

○社会的・職業的自立をめざしたキャリアプランニング能力の育成

○自然体験、社会体験、就業体験等を通じた機会の充実

○地域人材の活用

成
果
と
課
題

評価員の意見
〇地域では高齢化が進行し、人材の不足もみられる。
〇地域づくり協議会などの活用もさらに進めてみたい。
〇地域の人材活用だけにとどまらず、日本人学校の方々等多岐
にわたる出会いを構築し、児童生徒のキャリア形成に繋がるよ
うな活動を重視してもよいのではないか。

②食育の推進

③健康教育・安
全教育の推進

「健やか
な体」の
育成

①体力・運動能
力の推進

(3)

キャリア
教育の推
進

①体系的・系統的な
キャリア教育の推進

②社会に触れる
機会の充実

B B

〇兵庫県版「キャリア・パスポート」、「キャ
リアノート」の活用や、地域との交流活動を通
じて、発達段階や一人一人の個性に応じた自己
肯定感・自己有用感の涵養に努めている。
〇小中連携を意識したキャリア形成と自己実現
につながる学級活動の在り方について、今後も
研修・実践が必要である。
〇地域の人材を活用した総合的な学習もコロナ
禍前の状況に戻りつつあり、児童生徒が地域で
活動することも増えている。

〇上月小学校と南光小学校で県教委の「体力
アップサポーター派遣事業」を実施し、体育授
業等において派遣された指導者から専門的な指
導を継続的に受けている。
〇令和５年度も栄養教諭を複数配置し、食育指
導や個々に応じたアレルギー対応食の献立など
の、きめ細やかな対応ができた。
〇町独自の地産地消・質的向上事業では、可能
な限り町内産物を使用した。
〇感染予防を継続する中で、健康教育・安全教
育への意識が更に高まった。

B

B

B

B

B B

B B

BB

基本的方向

B B

基本的方向

(4)

体力アップサポーター指導のハードル走（南光小学校）

給食（三日月小学校）福祉施設でのトライやる・ウィーク（上津中学校）

校内体育祭 全員リレー（佐用中学校）
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R5 R4 施策 R5 R4 主な取組

○多様的な教育的ニーズに応じた指導の充実

○通常学級における特別支援教育の推進　

○特別支援教育を充実させるための教育環境整備の推進　

○連携による切れ目のない特別支援教育に関する支援の充実

○特別支援教育に関する理解・啓発の推進

成
果
と
課
題

評価員の意見
〇専門的な教育方法を駆使できる教員の配置等は効果がみられ
るが、生徒数は減少しているのに対象となる児童生徒の増加に
ついてはまだまだ検討課題が多いと考えられる。
〇特別支援教育が重視され、県の施策と共に教師の意識改革も
進み充実していることが伺える。
〇心の健康づくり事業、スクールカウンセラー、スクールソー
シャルワーカー等が有効に機能しているようであるが、まず教
師自身が児童・生徒そして保護者との信頼関係を構築すること
が何よりも大切であることを認識したい。

R5 R4 施策 R5 R4 主な取組

○幼児一人一人の発達の特性に応じた質の高い保育・教育の推進

○特別な支援を必要とする幼児の指導　

○保育園・幼稚園と家庭・地域の連携

○小学校教育との円滑な接続のための取組の充実

成
果
と
課
題

評価員の意見
〇核家族化が普通となりつつある当地では、ますます特別な支
援を要する子供が増加傾向を示している。子育て経験のある祖
父母の力も借りることが必要であり合同の研修も検討してみた
い。
〇保幼小の連携が取れ、特別な支援を要する幼児の支援や対応
について等情報共有されている。小学校教育との円滑な接続が
され一貫した教育方針の基に推進されている。
〇幼児教育において保育士の確保は重要であり、加配保育士の
配置に関しては何よりも優先したい問題である。
〇質の高い保育・教育の推進を図るため、職員研修を充実させ
ることは重要であり、時間的に困難な面はあるがその機会を重
視したい。

基本的方向

(6)

〇定期的な健診や相談が必要な園児・児童へ適
切な支援が行えている。しかし特別な支援や配
慮が必要な園児が増加しているため、加配保育
士の配置が課題である。
〇保幼小連携推進連絡会を年間２回開催し、
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」をそ
れぞれが意識した連携や交流活動が定期的に行
われている。
〇小学校、健康福祉課、事務局による保育園訪
問等を通じて、特別な支援を要する幼児の支援
や入学後の対応について情報共有し、小学校教
育への円滑な接読に向けて取り組んでいる。

〇特別支援教育コーディネーター、学校生活支
援教員、スクールアシスタントにより個別の支
援ができている。関係諸機関との連携も強化さ
れ、協力体制が維持されている。
〇個に応じた指導や支援を行うため、個別の教
育支援計画・指導計画を作成し、教員が定期的
に共通理解を図っている。
〇心の健康づくり事業、スクールカウンセラー
、スクールソーシャルワーカー等が有効に機能
し、保護者や児童生徒の支援を行うことができ
ている。

B B

A

B

A

B B

A A

B
幼児期の
教育の充
実

①幼児期におけ
る教育の質の充
実

②開かれた園づ
くりの推進

基本的方向

(5)
特別支援
教育の推
進

①連続性のある
多様な学びの充
実

②一貫性のある
支援体制の構築

A B

町内特別支援学級の七夕交流会

上津ひまわりカップ保中連携（上津中学校） 保育園でのトライやるウィーク（上月中学校）

西はリま特別支援学校との交流会（三日月小学校）
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R5 R4 施策 R5 R4 主な取組

○教職員としての基本姿勢の確立

○「兵庫県教員・管理職資質向上指標」等を利用した研修の充実

○佐用町教育研究所研修講座の充実

○地域人材等の積極的な活用の推進

○学校業務改善の取組等を通じた教職員の児童生徒と向き合う時間の確保

〇教職員の協働による学校運営の改善及び危機管理体制の構築

○教職員のメンタルヘルス体制の整備・充実

成
果
と
課
題

評価員の意見
〇子ども達の学びを支え援助する中心的な役割を持つのは教職
員の意欲と高い識見であり、効果的な研修がされているとの評
価があり好ましい。
〇教育研究所研修講座が充実しているのは大いに評価したい。
引き続き、学校現場が抱えている課題に関するテーマや授業力
・学級経営の育成に繋がる魅力的な研修を推進したい。
〇管理職は教職員一人一人のメンタルヘルスに気を配り、明る
く楽しい職場づくりに一層努めたい。

R5 R4 施策 R5 R4 主な取組

○学校管理職の資質向上を図る研修の実施

○学校管理職の養成及び学校運営能力の向上　

○心の教育に関する今日的な課題への対応

○チーム学校として組織的に対応できる体制づくり　

○いじめの未然防止と早期発見・早期対応の強化

○不登校等対策の推進　

成
果
と
課
題

評価員の意見
〇不登校児童生徒の対応は早期発見・対応が基本でありより効
果的な方法が構築されつつあると評価できる。一層の工夫を期
待する。
〇チーム学校として組織的に対応できる体制づくりが推進され
ていることは学校の組織力強化には必至であり大いに評価され
ることである。同時に一人一人の児童生徒に向き合う担任の責
任は欠如されてはならないと考える。
〇教育は出会いであるともいえる。学校生活の過程で誰に出会
うかによって一人の人生にも大きく影響されるものであること
を教職に就くものとして自覚しておかなければならない。不易
である教師の本質を大事にしたいものである。

基本的方向

B B

２　一人一人の個性を生かした子どもたちの学びを支える環境の充実

〇いじめの積極的認知について、再度教職員に
周知徹底している。また、日々の行動観察や学
期に１回のアンケート調査を実施し、いち早く
子どもたちのサインやＳＯＳを察知できるよう
努めている。ＳＮＳによるいじめ事案も増えて
おり、更なる情報モラル教育の充実と継続が必
要である。
〇各学校の不登校の状況把握のため、学期ごと
の不登校傾向児童生徒の欠席日数状況等を調査
し、関係諸機関と連携しながらその対策等取り
組んでいる。また、「教育支援センター」は、
登校できない子どもたちのよりどころとして、
有効に活用されている。センター支援員と各校
の教員との連携体制も重要視している。
〇青少年育成センターでは、指導員による登校
や放課後の子どもたちの様子を見守り、問題行
動の早期発見に努めている。

〇ＩＣＴ活用に関する研修について、教職員の
ニーズを把握し、それを反映した内容を取り入
れた、授業に活かせる実技研修を実施すること
ができた。
○教育研究所の研修講座は、学校現場が抱えて
いる課題に関するテーマ別講座を開催し、実践
的な研修内容や授業力・学級経営力の育成を重
視した。
〇教職員の働き方改革では、コロナによる制約
で従来事業を見直すきっかけにも繋がり、トッ
プダウンではなくボトムアップによる業務改善
への意識改革も徐々に進んできている。

B B

基本的方向

(2)
学校の組
織力の強
化

①管理職の確
保・育成

②生徒指導にお
ける組織的取組
の推進といじめ
等問題行動・不
登校への対応

B B

① 教 職 員 の 資
質・能力の向上

②教職員の働き
方改革の推進

B

B B

B

B B

(1)

教職員の
資質・能
力の向上
と働き方
改革の推
進

教職員対象「道徳のスキルアップ講座」教職員対象「ICT活用講座」
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R5 R4 施策 R5 R4 主な取組

○教育環境整備の推進

○学校危機管理マニュアルの検証と見直し

○ＩＣＴ環境の整備と活用の推進

〇教職員の情報モラル指導力等の向上

○教育負担の軽減に向けた支援　

○関係機関との連携

○今後の学校のあり方についての調査研究　

○各学校・園間の円滑な接続とそのための教育活動の検証

成
果
と
課
題

評価員の意見
〇少子化による学びの集団の小規模化についてその弊害を早急
にまとめ対策を急がねばならない。
〇ICTの活用については親子研修会を持つなどして家庭の自主
学習につながるような工夫も必要ではないか。
〇佐用町型連携教育は工夫されており成果が期待できる。
〇学校は安全・安心な場でなければならない。その基盤となる
学校危機管理マニュアルの検証がＡ判定として挙げられている
ことは好評価できる。今後も常に危機意識を持って取り組み安
全・安心な教育環境を整備したい。
〇タブレットを活用して個に応じた学習活動を推進するなか、
個人差があることや家庭環境の違い等、常に検証して教師が把
握し、家庭との連携を密にしていくことが大切である。また、
学習を効果的に進めていくための具体的工夫が求められる。

R5 R4 施策 R5 R4 主な取組

○家庭教育の充実に向けた支援

○保護者としての学びの支援

○開かれた学校・園づくりの推進

○地域との連携の推進　

○学童保育の実施

○登下校中や地域における安全を守る取組　

成
果
と
課
題

評価員の意見
〇地域懇談会をPTCA活動として取り組み、より効果的な連携活
動の在り方を検討していくことも大切である。
〇学校評議員会の合同開催は良い発想であった。保幼小中高連
携を関連させるなどに発展させたい。
〇学校数の減少により地域の学校という感覚が薄れがちではあ
るが、学校教育は家庭と地域との連携により実現されるもので
あることを再認識し、協働して臨む具体的な取り組みが必要で
ある。
〇学童保育の充実は園児や児童、保護者の強い願いである。こ
こに於いても安全・安心な場であることが必至であることは言
うまでもない。そのため施設・設備の充実や十分な人員配置が
必要である。

〇人権フェスタさよう2023の中で、上月中ＰＴ
ＡのＰＴＣＡ活動の実践発表を行った。また、
ＰＴＡ作文集である「家族の絆」を発行し、子
育ての様々な体験やエピソード、考え方などを
共有することができた。
〇小中合同での学校評議員会を開催し、学校評
議員の意見や、学校関係者評価を学校経営に活
かすことができている。
〇通学路の安全点検を定期的・継続的に実施し
て、関係機関と連携しながら改善に取り組んで
いる。

〇児童生徒がタブレットを活用して、個に応じ
た学習を進める活動が増えてきている。家庭へ
のタブレットの持ち帰りや家庭学習での活用も
定着してきている。今後もＩＣＴの効果的な活
用により、個に応じた学習から協働的な学習へ
繋がっていくよう研究・実践に取り組む必要が
ある。また、発達段階に応じた情報モラル教育
も継続的に実施する必要がある。
〇デジタル教科書を効果的に活用した授業実践
について町内で共有し、各教科において積極的
に活用している。
〇佐用町型連携教育の実践・取組について検証
した。小中連携を中心に、交流授業や合同行事
等、各地域ごとに特色ある取組による成果と課
題を共有することができた。今後も小中連携だ
けでなく小小連携・中中連携、地域との連携な
ど佐用町に適した教育を進めていく。

B B

B A

(3)
教育環境
の整備・
充実

①安全・安心な教育
環境の整備の推進

B B

B

②ＩＣＴ等の先進的
な学習基盤の整備

③就学支援の充
実

④少子化に伴う今後の
学校のあり方の検討

基本的方向

B B

B B

B B

B B

B

基本的方向

(4)

家庭と地
域による
学校と連
携した教
育の推進

①家庭の教育力
の向上

②地域との連携
の推進

③安全・安心な
居場所づくり

B B

ICT機器を活用した英語の授業（上津中学校） 小中合同縦割り班遊び（上月小学校）
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R5 R4 施策 R5 R4 主な取組

○学習環境の整備

○人権文化の創造

○図書館活動の推進

○芸術・文化活動の推進　

○地域伝統文化等保存・継承

成
果
と
課
題

評価員の意見
〇多様な学習体験が生きる力を育む。直接体験ができる環境を
どのように整えていくかを検討してみたい。
〇芸術・文化活動面でも参加者の高齢化と固定化が進んでい
る。若い世代にも広げていくためには魅力ある取組を考案して
いくことが必要である。
〇各種講座も開催ができるようになった。魅力ある講座開設に
よって、参加者増に取り組まれたい。
〇社会情勢に応じた地道な教育活動によってさらなる人権感覚
の醸成を期待する。
〇ＩＴ化による活字離れが懸念される中、また、コロナの影響
もあったと思うが、図書館利用増に向けたさらなる図書館活動
の充実に期待する。

R5 R4 施策 R5 R4 主な取組

○歴史遺産・地域文化の保存継承　　

○文化財保存活用地域計画の推進　

○地域の文化財等の活用　

○学校・園における郷土学習の推進

成
果
と
課
題

評価員の意見
〇地域の文化財に識見のある人が少なくなっており電子機器に
よる教材化も検討していく。
〇山城に対する興味・関心は高いにも関わらず十分な事業が展
開できていない。予算化し、迅速な整備計画を進めていくこと
で町の活性化にも繋げたい。
〇地域のすばらしい歴史、文化遺産などを残すためにも、人的
リソース確保の対応を強く望む。

B

〇感染症拡大防止対策を継続しながら、高年大
学をはじめとする各種講座を開催した。コロナ
禍の影響で減少した参加者の回復・増加や青壮
年層を対象とした生涯学習講座の更なる開設が
今後の課題である。
〇学校教育と社会教育が連携し、標語やポス
ター、人権作文の公募、人権フェスティバル等
を開催し、人権啓発に努めた。参加者が固定化
されていることや減少傾向にあることが課題で
あり、啓発活動のさらなる工夫が必要である。
〇図書館は、年度を通じ開館サービスを維持で
きた。今後様々なツールを利用した情報発信に
よる図書館利用者の拡大を目指す。「読書活動
推進事業」による三日月中学校との連携も積極
的に行っている。
〇芸術・文化活動面でも、コロナ禍以前の文化
祭、美術展をはじめ各種活動・事業に戻りつつ
ある。高齢化が進む中若い世代にも活動の輪を
広げていきたい。

３　人生100年を通じた学びの推進

基本的方向

(1)

主体的に
生きるた
めの学ぶ
場の充実

B B

①ライフステー
ジに応じた学び
の充実

②地域文化の継
承と創造

B B

B B

基本的方向

(2)
文化財等
の地域資
産の活用

①文化財の保存
活用

②「ふるさと教
育」の推進

〇令和5年度からは具体的な整備についてのアク
ションプランである整備基本計画の策定を3か年
計画で実施する。ただし専門職員が一名である
ため、複数案件の事業対応には人的リソースの
課題がある
〇ふるさと教育では、小学校の総合的な学習な
どの地域文化財に直接触れる学習のサポートを
行っている

C

B

B

B

B

稲刈り体験（上月小学校） 地域フィールドワーク（三日月小学校）

14



R5 R4 施策 R5 R4 主な取組

○生涯スポーツ等の普及・推進

○スポーツ大会等の開催・支援　

○地域との連携・協働　

○人材育成と競技力向上支援　

成
果
と
課
題

評価員の意見
〇屋外で遊ぶ子供たちの姿がなくなって久しい。高齢者のみの
スポーツ・ゲームだけという地域が多くなった。子・親・祖父
母の三世代が参加できるスポーツ大会を年１回でも企画・実施
できるようなことも考えたい。
〇町の大きな施策に挙げ、例えば全町あげてのスポーツ大会等
を開催するなど、スポーツへの興味関心を高めていくことも必
要である。魅力ある事業の展開を期待している。
〇各種スポーツ大会等が開催できるようになってきている。地
域住民の健康増進のためにも各種事業の積極的な取り組みを期
待する。

基本的方向

(3)

生涯ス
ポーツ等
の推進と
環境づく
り

①健康寿命の延
伸

②スポーツ等による
地域活性化の推進

B

〇さようマラソンの課題等を洗い出し、スムー
ズな大会運営ができるよう改善した。
〇かけっこ教室、幼児の体育、フロアカーリン
グ大会など生涯スポーツを意識した各種事業を
実施した。今後もレクリエーションスポーツの
普及に力を入れ、健康寿命を延ばし、スポーツ
人口の増加を目指していきたい。また、地域連
携の一環としてフロアーカーリングの出張講座
を行った。
〇町民プールは、幼児から成人まで体験教室を
はじめ記録会を開催するなど少子化などの中、
会員数維持に努めている。
〇「第２期佐用町生涯スポーツ推進計画」の策
定に取り組み、佐用町民がスポーツを通して生
き生きと暮らしていけるよう、様々な計画を協
議した。

B

B B

B B

第17回さようマラソン

幼児の体育

フロアカーリング大会 小学校水泳指導（町民プールにて）
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